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1. べき級数
∞∑
n=0

cn(z − a)n の収束半径とは何か．

2. べき級数
∞∑
n=0

cn(z − a)n の収束半径を求める公式であるCauchy-Hadamardの公式と d’Alembelt

の公式を述べよ．

3. 次のべき級数の収束半径を求めよ．
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((6)Hint: log n に関する極限は log x に直してロピタりましょう (そんな動詞はありませんが
(笑))．)

4. 次のべき級数は収束半径が ∞ であることを示せ．
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とすると
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∣∣∣∣ を考えることができない
（n が奇数ならば cn = 0 である!） なので an = (−1)n x2n

(2n)!
として，級数の収束判定公式に持

ち込めばよい. どんな x に対しても収束することを示せばよい．あるいは x2 = y ともおいて y

についての級数としての収束半径から x の級数としての収束半径を求めてもよい．

5. べき級数
∞∑
n=0

cn(z − a)n と各項を微分して得られるべき級数
∞∑
n=1

ncn(z − a)n−1 の間の関係を述

べよ（収束半径やそれらのべき級数が定義する関数の間の関係（ある定理の該当する部分を抜き
出して述べよ）．

6. 実数の部分集合 A について以下の問いに答えよ．

(1) A の上界と，A が上に有界であることの定義を述べよ．
(2) A の上限 supA の定義を述べよ．
(3) 「数直線には穴がない」という解析学における「実数の連続性の公理」（あるいはそれと同
値な命題といってもいいのですが）を「上限」を用いて述べよ．
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